
木輩地区協義会ヨ́ニ
ー

4

- “Чどrア

凱1孔
発行 木曽地区協議会
代表  竹島 正
連絡先市民協働推進課

042-724-2783

コロナ禍を乗り越えて

今年度は新型コロナ感染―色に塗りつぶされた一年間でありました。残念なことに当初予定し

ていた行事の一部を除き、大半が開催できずに終わりました。人との接触を避け会食もままなら

ず、私たちの日常生活も制約を求められる一年でもありました。

このような状況下、私たちに身近な環境にも変化の兆しが見受けられます。町田市から今年3月

『民間とのコラボレーションによる公共施設の建替え方針』が示されました。内容は健康福祉会

館E保健所中町庁舎の集約と教育センターの複合化です。木曽地区協議会の拠点となっている教

育センターが民間事業者との共同により建替えられ、新しい複合施設に生まれ変わる計画です。

完成後、この複合施設が住民の方々にとつてより良い施設として生まれ変わりますよう木曽地区

協議会として注視していきたいと思つています。

木曽地区協議会 代表 竹島 正

令和2年 9月 9日 第2回役員会 (教育センター3階にて)

令和2年度 活動報告
第5回木曽地区協議会定期総会中止(書面議決にて採決)

7月 8日  第1回役員会

9月 9日  第2回役員会

10月 19日  第3回役員会

11月 24日  防災講習     忠生第二小学校

12月 18日  AR体験 E防災講習 木曽境川小学校

1月 13日  第4回役員会

3月 15日  第5回役員会



木曽地区協議会のロゴマークが誕生しました

町田・デザイン専門学校でのコンペにて11作品の応募があり、役員7名 の投票に
よリグラフイックデザイン科の新井拓実さんの作品が最優秀賞に選ばれました。
新井さんの作品を木曽地区協議会の正式なロゴマークに決定しました。

一４一）

新丼拓実さん(左)と何島代表 関谷事務局長・新井さん・代表・―戸副代表
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木曽交差点にある

木曽商エネット
の皆さんが植えた
花壇です

防災講習の一環として、忠生第二小学校・木曽境川小学校の3年生を対象に国立

研究開発法人防災科学技術研究所のD丘ナゲレンジヤーによる防災科学実験

ショーを体験しました。参加した生徒たちは科学的な物の見方や災害について考
えることを学びました。また木曽境川小では校庭でAR(拡張現実)災害疑似体験
アプリを用いた災害時(洪水)避難訓練も併せて体験しました。
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忠生第二小学校でのD詭ナダレンジャーショー


